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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第63期
第２四半期
連結累計期間

第64期
第２四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日

自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日

自　平成23年４月１日
至　平成24年３月31日

売上高 (百万円) 37,870 39,616 85,691

経常利益 (百万円) 363 425 867

四半期(当期)純利益 (百万円) 677 238 1,040

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 683 254 1,063

純資産額 (百万円) 8,744 9,307 9,112

総資産額 (百万円) 36,632 36,128 33,240

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 81.51 28.97 125.54

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 21.1 22.9 24.4

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 787 △86 42

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 295 △148 △285

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △759 △482 △360

現金及び現金同等物の四半期末(期
末)残高

(百万円) 4,609 2,964 3,681

　

回次
第63期
第２四半期
連結会計期間

第64期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　平成23年７月１日
至　平成23年９月30日

自　平成24年７月１日
至　平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 96.78 40.78

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

     ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社および当社の関係会社において営まれている事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の復興需要を背景とした個人消費の

持ち直しの動きが見られたものの、欧州における金融危機や円高、電力供給不足への懸念などから景気の

先行きは不透明な状況で推移いたしました。

　当社グループの位置する建設関連業界におきましては、新設住宅着工戸数の伸びが鈍化しながらも、政

府の住宅取得促進施策等の効果により堅調に推移いたしました。

　このような環境において、当社グループでは、東日本大震災被災地の地域再生に向け復旧関連資材など

の需要に積極的に対応しました。また、需要拡大の見込まれる太陽光発電や創エネ・省エネ関連商品の取

組みを強化いたしました。さらに、顧客獲得と販売シェアの拡大に努め、需要の掘り起こしに向けた営業

力の強化と施工体制の拡充により利益確保を図りました。

　この結果、当第２四半期の業績は、昨年期中に株式会社ニッケーと株式会社サツイチを子会社化したこ

とおよび大型物件の完工などから売上高が396億16百万円（前年同期比104.6％）、営業利益は３億39百

万円（前年同期比105.7％）、経常利益は４億25百万円（前年同期比117.2％）となりました。四半期純利

益は２億38百万円（前年同期比35.3％）となりましたが、前年同期においては上記２社の完全子会社化

に伴う負ののれん発生益５億５百万円を特別利益に計上したことによるものです。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

建設資材

民間の建築需要が底堅く推移したものの、公共投資の落ち込みもあり、売上高は258億13百万円

（前年同期比100.0％）となり、セグメント利益は４億74百万円（前年同期比94.5％）となりまし

た。

建設工事

震災後の需要が落ち着いたものの、大型物件の完工等により、売上高は94億37百万円（前年同期比

113.7％）となり、利益率の改善からセグメント利益は53百万円（前年同期比429.2％）となりまし

た。

石油製品

販売数量の減少により、売上高は26億95百万円（前年同期比95.1％）となり、セグメント利益は５

百万円（前年同期比90.9％）となりました。
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資材運送

株式会社サツイチの子会社化もあり、売上高は15億11百万円（前年同期比193.4％）となりセグメ

ント利益は１億48百万円（前年同期比151.3％）となりました。

その他

子会社化した株式会社ニッケーの不動産賃貸事業が加わったことなどから、売上高は１億58百万

円（前年同期比116.2％）、セグメント利益は60百万円（前年同期比221.1％）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

（資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末比28億87百万円増加して361億28百

万円(前連結会計年度末比108.7％)となりました。流動資産は同29億96百万円増加して286億３百万円、固

定資産は同１億９百万円減少して75億24百万円となりました。流動資産の増加の主なものは、受取手形及

び売掛金の増加によるものであります。固定資産のうち有形固定資産は、同６百万円増加して52億77百万

円となりました。無形固定資産は、同11百万円増加して１億84百万円となりました。投資その他の資産は、

同１億27百万円減少して20億63百万円となりました。

（負債の状況）

当第２四半期連結会計期間末における負債は、前連結会計年度末比26億92百万円増加して268億20百万

円（前連結会計年度末比111.2％）となりました。流動負債は、同30億55百万円増加して239億20百万円、

固定負債は同３億62百万円減少して29億円となりました。流動負債の増加の主なものは、支払手形及び買

掛金の増加によるものであります。固定負債の減少の主なものは、長期借入金の減少によるものでありま

す。 

（純資産の状況）

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末比１億94百万円増加して93億７百

万円（前連結会計年度末比102.1％）となりました。この増加の主なものは、利益剰余金の増加によるも

のであります。 

　この結果、自己資本比率は、前連結会計年度末の24.4％から22.9％となりました。 

　
(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は29億64百万円となり、前連結会計年度末

と比べ７億16百万円の減少となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの

状況は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは△86百万円となり、前年同四半期と比べ８億74百万円の減少と

なりました。これは、仕入債務の増減額が減少したことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは△１億48百万円となり、前年同四半期と比べ４億43百万円の減

少となりました。これは前年同四半期における連結範囲の変更を伴う子会社株式の取得による収入の反

動減などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは△４億82百万円となり、前年同四半期と比べ２億76百万円の増

加となりました。これは、短期借入金の純増減額が増加したことなどによるものであります。
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(4) 事業上および財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更および新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,347,248 8,347,248札幌証券取引所 単元株式数は1,000株であります。

計 8,347,248 8,347,248 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

― 8,347 ― 417 ― 318
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(6) 【大株主の状況】

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

太平洋セメント株式会社 東京都港区台場２丁目３-５ 1,450 17.37

桑澤商事株式会社 札幌市中央区北３条西２丁目１ 447 5.36

桑澤　嘉英 札幌市中央区 373 4.47

桑澤　孝通 札幌市中央区 370 4.43

株式会社寿運輸 札幌市手稲区新発寒７条２丁目２-11 316 3.78

クワザワ従業員持株会 札幌市白石区中央２条７丁目１-１ 293 3.52

あいおいニッセイ同和損害保険
株式会社

東京都渋谷区恵比寿１丁目28-１ 241 2.89

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２-１ 241 2.89

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１丁目１-５ 210 2.51

吉野石膏株式会社 東京都千代田区丸の内３丁目３-１ 200 2.40

計 ― 4,145 49.66

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 95,000

― ―

(相互保有株式)
普通株式 22,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

8,148,000
8,148 ―

単元未満株式 普通株式 82,248 ― ―

発行済株式総数 8,347,248― ―

総株主の議決権 ― 8,148 ―

(注) １　「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株(議決権２個)含まれ

ております。

２　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式944株および相互保有株式820株が含まれておりま

す。
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② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社クワザワ

札幌市白石区中央２条
７丁目１－１

95,000 ― 95,000 1.13

(相互保有株式)
ホクセイ産業株式会社(注)

北海道北見市西三輪６丁目
１－２

20,000 2,000 22,000 0.26

計 ― 115,000 2,000 117,000 1.40

(注）他人名義で所有している理由等

所有理由 名義人の氏名又は名称 名義人の住所

加入持株会における共有持分数 クワザワ取引先持株会
札幌市白石区中央２条
７丁目１－１

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)および第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,747 3,008

受取手形及び売掛金 ※2
 18,094

※2
 20,070

商品及び製品 508 542

販売用不動産 1,651 1,602

未成工事支出金 1,253 2,967

原材料及び貯蔵品 25 20

その他 387 439

貸倒引当金 △60 △48

流動資産合計 25,606 28,603

固定資産

有形固定資産

土地 3,509 3,553

その他（純額） 1,761 1,724

有形固定資産合計 5,270 5,277

無形固定資産 173 184

投資その他の資産

その他 2,535 2,361

貸倒引当金 △345 △298

投資その他の資産合計 2,190 2,063

固定資産合計 7,634 7,524

資産合計 33,240 36,128

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 17,726

※2
 19,880

短期借入金 630 530

1年内返済予定の長期借入金 819 775

未払法人税等 83 174

賞与引当金 204 222

工事損失引当金 5 17

完成工事補償引当金 43 42

災害損失引当金 7 7

その他 1,344 2,270

流動負債合計 20,864 23,920

固定負債

長期借入金 1,766 1,507

退職給付引当金 319 282

負ののれん 7 5

資産除去債務 18 18

その他 1,152 1,085

固定負債合計 3,262 2,900

負債合計 24,127 26,820
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 417 417

資本剰余金 318 318

利益剰余金 7,344 7,526

自己株式 △21 △21

株主資本合計 8,059 8,240

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 64 43

その他の包括利益累計額合計 64 43

少数株主持分 988 1,023

純資産合計 9,112 9,307

負債純資産合計 33,240 36,128
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 37,870 39,616

売上原価 34,826 36,412

売上総利益 3,043 3,203

販売費及び一般管理費

給料手当及び賞与 1,271 1,341

その他 1,450 1,522

販売費及び一般管理費合計 2,722 2,863

営業利益 320 339

営業外収益

受取利息 18 16

受取配当金 11 11

負ののれん償却額 1 1

持分法による投資利益 4 3

雑収入 88 112

営業外収益合計 124 144

営業外費用

支払利息 50 38

債権売却損 19 12

雑損失 11 6

営業外費用合計 81 57

経常利益 363 425

特別利益

固定資産売却益 0 6

負ののれん発生益 505 －

特別利益合計 506 6

特別損失

固定資産売却損 1 －

固定資産除却損 1 0

投資有価証券評価損 － 4

特別損失合計 3 4

税金等調整前四半期純利益 866 426

法人税等 163 151

少数株主損益調整前四半期純利益 702 275

少数株主利益 24 36

四半期純利益 677 238
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 702 275

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △18 △21

その他の包括利益合計 △18 △21

四半期包括利益 683 254

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 659 218

少数株主に係る四半期包括利益 24 36
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 866 426

減価償却費 106 132

負ののれん償却額 △1 △1

負ののれん発生益 △505 －

受取利息及び受取配当金 △29 △27

支払利息 69 51

持分法による投資損益（△は益） △4 △3

有形固定資産除売却損益（△は益） 2 △5

売上債権の増減額（△は増加） △2,761 △1,915

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,265 △1,694

その他の資産の増減額（△は増加） 32 51

仕入債務の増減額（△は減少） 4,073 2,153

未成工事受入金の増減額（△は減少） 1,382 885

その他の負債の増減額（△は減少） △24 71

その他 △84 △148

小計 856 △24

利息及び配当金の受取額 29 27

利息の支払額 △69 △50

法人税等の支払額 △29 △38

持分法適用会社からの配当金の受取額 0 0

営業活動によるキャッシュ・フロー 787 △86

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △25 △32

定期預金の払戻による収入 44 54

固定資産の取得による支出 △114 △146

固定資産の売却による収入 1 8

投資有価証券の取得による支出 △1 △0

投資有価証券の売却による収入 0 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

437 －

関係会社株式の取得による支出 △3 －

貸付けによる支出 △154 △118

貸付金の回収による収入 112 87

リース用資産の取得による支出 △2 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー 295 △148
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △440 △100

長期借入れによる収入 100 120

長期借入金の返済による支出 △371 △422

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △41 △57

少数株主への配当金の支払額 △1 △1

リース債務の返済による支出 △4 △20

財務活動によるキャッシュ・フロー △759 △482

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 323 △716

現金及び現金同等物の期首残高 4,285 3,681

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 4,609

※1
 2,964
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【会計方針の変更等】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社および連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得し

た有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これによる損益に与える影響は軽微であります。

 

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第２四半期連結累計期間

(自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日)

１　税金費用の計算

 
税金費用については、「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」第19項

の規定により、「中間財務諸表等における税効果会計に関する実務指針」第12項

（法定実効税率を使用する方法）に準じて計算しております。 

 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

１  受取手形割引高および受取手形裏書譲渡高

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形割引高 1,471百万円 763百万円

受取手形裏書譲渡高 35百万円 60百万円

　

※２  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理し

ております。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形 686百万円 564百万円

　上記のほか 　 　

　受取手形割引高 681百万円 397百万円

　受取手形裏書譲渡高 　20百万円 71百万円

支払手形 1,877百万円 1,435百万円

　

(四半期連結損益計算書関係)

１  売上高の季節的変動

前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)および当第２四半期連結

累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

当社グループの第２四半期連結累計期間の業績は、建設工事の完工時期が下期中心となるため、利益面

において著しく低下する季節特性があります。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金 4,655百万円 3,008百万円

預入期間が３か月を超える
定期預金

△46百万円 △44百万円

現金及び現金同等物 4,609百万円 2,964百万円

　

　

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 41 5 平成23年３月31日 平成23年６月30日

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　
Ⅱ　当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 57 7 平成24年３月31日 平成24年６月29日

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３建設資材 建設工事 石油製品 資材運送 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 25,8168,2992,835 78137,73313637,870 ― 37,870

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

796 150 58 227 1,233 25 1,258△1,258 ―

計 26,6138,4502,8931,00838,96616139,128△1,25837,870

セグメント利益 501 12 6 98 618 27 646 △325 320

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業、損害保険代理店事

業および車両整備事業を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△325百万円には、セグメント間取引消去37百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△363百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(重要な負ののれん発生益)

「建設資材」セグメントにおいて、株式会社ニッケーの株式を新たに取得したことに伴い、また、「資

材運送」セグメントにおいて、株式会社サツイチの株式を新たに取得したことに伴い負ののれん発生益

を計上しております。

なお、当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては「建設資

材」１億81百万円および「資材運送」３億23百万円であります。
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Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高および利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 (単位：百万円)

　

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)３建設資材 建設工事 石油製品 資材運送 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 25,8139,4372,6951,51139,45715839,616 ― 39,616

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

631 253 57 228 1,171 26 1,197△1,197 ―

計 26,4449,6902,7531,73940,62818440,813△1,19739,616

セグメント利益 474 53 5 148 682 60 743 △403 339

(注) １  「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業、損害保険代理店事

業および車両整備事業を含んでおります。

２  セグメント利益の調整額△403百万円には、セグメント間取引消去21百万円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用△425百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

３  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額および算定上の基礎は、次のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 81円51銭 28円97銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 677 238

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 677 238

    普通株式の期中平均株式数(千株) 8,314 8,249

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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(重要な後発事象)

共通支配下の取引等

当社は、平成24年11月13日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社クワザワ工業

（当社グループの株式保有率73.79％）の発行済株式を追加取得し、当社グループ内での完全子会社化す

ることを決議いたしました。

(1) 取引の概要

① 結合当事企業の概要（平成24年３月期）

商号　　：株式会社クワザワ工業

所在地　：札幌市白石区中央２条７丁目１番36号

代表者　：代表取締役社長 芝山　好一

事業内容：建設工事の請負施工等

資本金　：   68百万円

純資産　：1,636百万円

総資産　：4,430百万円

② 企業結合日

平成24年12月25日（予定）

③ 企業結合の法的形式

株式の追加取得による完全子会社化

④ 結合後企業の名称

株式会社クワザワ工業

⑤ その他取引の概要に関する事項

当社グループは、株式会社クワザワ工業の完全子会社化により、今後の経営環境の変化に機動的かつ迅

速に対応できる体制を整備し、グループ経営の効率化を図るため実施いたします。

(2) 実施する会計処理の概要

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号  平成20年12月26日）および「企業結合会計基

準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号  平成20年12月26日）に

基づき、共通支配下の取引等として会計処理を行う予定であります。

(3) 子会社株式の追加取得に関する事項

① 取得原価およびその内訳

取得価額（予定）　34百万円

② 発生するのれんまたは負ののれんの金額、発生原因、償却方法および償却期間

のれんまたは負ののれんの金額は未確定であります。

　

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

平成24年11月14日

株式会社クワザワ

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　篠　　河　　清　　彦　　㊞
　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　清　　水　　芳　　彦　　㊞

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　片　　岡　　直　　彦　　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社クワザワの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連

結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社クワザワ及び連結子会社の平成24年

９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
強調事項

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成２４年１１月１３日開催の取締役会において、連結子

会社である株式会社クワザワ工業の株式を追加取得し、完全子会社とする方針を決議している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以　上

　
 

(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告
書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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